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［背景・ねらい］ 

ネピアグラス（Pennisetum purpureum Schumach）の矮性晩期出穂型品種（矮性ネピアグラス）

について、長崎県の低標高地で高い越冬性を示すこと、矮性ネピアグラスサイレージはソルガ

ムサイレージよりも牛の選好性が高く、牛による消化試験で算出した TDN 含量が 55 – 60 %で

あることから、本県における肉用牛繁殖農家向けの有望な草種であることが明らかとなってい

る（2005 年度および 2006 年度成果情報、深川ら）。 

しかし、矮性ネピアグラスサイレージの評価は、刈取りとロールベール梱包を同時に行う機

械（コンビネーションベーラ）で調製されたものであり、農家が実際に作業を行うモア・ロー

ルベーラ体系で収穫・調製したものではない。そこで、コンビネーションベーラ体系とモア・

ロールベーラ体系で収穫・調製したサイレージについて、発酵品質ならびに飼料品質としての

牛の選好性を明らかにするとともに、収穫方法の違いが矮性ネピアグラスの翌春の越冬性に及

ぼす影響についても明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．コンビネーションベーラ体系に比べて、モア・ロールベーラ体系で収穫・調製した矮性ネ

ピアグラスは、2番草の再生が劣るが、翌春の越冬性には影響しない（表１）。 

 

２．無予乾で調製したサイレージの発酵品質は、いずれの収穫・調製体系においても夏季では

不良となるが、秋季ではコンビネーションベーラ体系で良と評価され、モア・ロールベーラ

体系で可と評価される（表２）。 

 

３．矮性ネピアグラスサイレージにおいて、収穫方法の違いは牛の選好性に一定の傾向を示さ

ない（表３）。 

 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．肉用牛繁殖農家が一般的に行っているモアで収穫して、ロールベーラで調製する体系で矮

性ネピアグラスをサイレージ調製する場合に本成果を活用できる。 

 

２．モア・ロールベーラ体系で夏季にサイレージ調製する場合は、発酵品質が不良となること

から、1 日程度予乾して水分含量を低下させた方が良い。 

 

 



［具体的データ］ 
表1．矮性ネピアグラスの諸形質，飼料成分および翌春の越冬率．

試験区1) 越冬率

1番草 2番草 1番草 2番草 1番草 2番草 合計 1番草 2番草 1番草 2番草 (%)

モア・ロール区2） 160.6ns 4）   157.7ns   1.18ns   1.06ns    980.4ns 955.9b   1936.3ns   10.6ns 9.56a   66.1ns 58.0a   99.5ns

コンビ区3） 155.9 162.1 1.31 0.93 1031.3 1222.7a 2254.0 10.6 8.87b 64.7 56.1b 97.5

1）2013年5月24日に畝間 1 m ×株間 0.5 m（2株/m2）で造成した矮性ネピアグラス草地を越冬させて，2014年6月11日に掃除刈りを行った後，
　 同年8月11日に1番草を，同年11月21日に2番草を調査した後，収穫して無予乾でサイレージ調製を行った。

2）モアコンディショナー＋ロールベール体系（ロールベール：直径 90 cm×幅 86 cm）。

3）コンビネーションベーラー体系（ロールベール：直径90 cm×幅 86 cm）。

4）異なるアルファベットは，5％水準で有意な区間差を示す（ns：有意差なし）。

5）酵素で分析したin vitro 乾物消化率。

草丈（cm） 葉身部/茎部比 乾物収量(kg/a) 粗タンパク質（% DM） IVDMD5)（%）

 
 

表2．サイレージの水分含量および発酵品質．
番草 試験区1) 水分含量 乳酸 n-酪酸以上 pH V2-score 6）

（％） （新鮮物％） （新鮮物％）
1番草（夏季） モア・ロール区2） 84.5ns 0.02   1.57ns 4.84b   33ns

コンビ区
3） 84.0 nd 

5） 1.49 5.06
a 30

2番草（秋季） モア・ロール区 83.6  0.60b 0.20 5.02a 　77ns

コンビ区 83.7 1.72a nd 3.96b 95
1）～4）は表1に同じ。
5）検出なし。

6）V2-scoreはサイレージ発酵品質の指標で，80点以上で良，60点以上80点未満で可および60点未満で不良。

　3.81
b

  1.15ns

0.86

酢酸＋プロピオン酸
（新鮮物％）

　  4.14a 4）

 

 

表3．サイレージの選好性．
番草 試験方法 試験区1)

高体重区 低体重区
1番草（夏季） 二者択一法5） モア・ロール区2） 　 　1.71ns 4） 　1.71ns

コンビ区
3） 2.16 1.72

2番草（秋季） 自由採食量6） モア・ロール区 　7.15ns 6.91b

コンビ区 5.48 8.62a

1）～4）は表1に同じ。
5）黒毛和種繁殖雌牛4頭を高体重区（平均体重：475 kg）および低体重区（平均体重
　　：419 kg）の 2頭ずつに分け， 2頭が同時に同じ草種を採食できるように配置し，
　　予備期を1日間，本期を3日間として2時間の採食量を測定した。　
6）黒毛和種繁殖雌牛4頭（平均体重：485.5 kg）で3日間×2草種とし，1日当たりの採食
　 量を測定した。

乾物摂取量（kg/頭）
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